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【特別寄稿】 桐技会 会報 No. １1   

筑波大学 医療科学類同窓会 『桐技会』 卒業生からの「近況報告」 

 

 
 

「近況報告」 沖田結花里 

 

時が経つのは早いもので７年も前に

なりますが、私は医療科学類の２期生と

して筑波大学に入学しました。医療科学

を卒業後、本学大学院修士課程フロン

ティア医学専攻に進み、現在は、博士課

程生命システム医学専攻に在籍してい

ます。医療科学類を卒業し臨床検査技

師免許を取得することができましたが、

今は基礎医学の研究者を目指して勉

強・研究をしています。 

 高校生の頃から研究者という職種にあ

る種の憧れを感じていたのですが、まさ

か本当に博士課程に進学し、研究者を

目指すことになるとは・・・正直自分でも

驚いています。研究と言うものとの出会

いは、言うまでもありませんが、卒業研

究です。研究室に配属された当初は、何

もかもが初めてのことばかりで、戸惑う

毎日でした。でも少しずつ慣れ、自分で

結果が出せるようになるに連れて、研究

って面白いのではないかと思うようにな

りました。しかし、博士課程への進学を

決意するのには、大きな勇気も必要でし

た。研究は好きだし、面白い、もっとやり

たい、でもそれだけで進学しても良いの

だろうか？毎日自問自答を繰り返し、や

りたいことをやるのが一番だ、という結

論を出すのには、それなりに時間がか

かりました。私が研究者を目指したいと

思っているのは、世界中で誰も知らない

新しいことを発見し、謎を解明していくこ

とに大きな喜びを感じているからだと思

います。これから先も様々な困難が待ち

受けているのだろうと思いますが、自分

で自分の将来を決め、切り開いていけ

ればなと思っています。 

 博士課程に進学し、変わったことの一

つとして、世界と言うものを強く意識し始

めたことが挙げられると思います。現在

人間総合科学研究科では、海外出張や

留学に対する金銭的な援助が受けられ

るようになっていたり、ベトナムや台湾に

行って現地の学生と交流するようなプロ

ジェクトがあります。私も今年の１月にベ

トナムに行き、現地の学生と一緒に実験

を行ってきました。英語でコミュニケーシ

ョンをとることは大変で、英語力のなさ、

コミュニケーション力の低さを実感した次

第です。それでも、お互いに歩み寄りな

がらコミュニケーションを取ることができ、

大変良い勉強になりました。８月には、
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国際学会にも出席させて頂く予定で、海

外の研究者や学生の方々と直に交流で

きる絶好のチャンスなのでとても楽しみ

にしています。将来的には、留学もして

みたいですし、早く一人前の研究者にな

れるように頑張りたいです。 
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